
平成23年度事務事業評価表（平成22年度振り返り）

政策名

所管課係名

事業費
（実績額）

人件費
（理論値）

トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

□ □ ■ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

26 1 26 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4

（ 団 体 ） （ 件 ） （ 団 体 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 26 2 26

上乗 □ （ 団 体 ） （ 件 ） （ 団 体 ）

□ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 26 2 26

□ （ 団 体 ） （ 件 ） （ 団 体 ）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

4 4 4 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4

（ 団 体 ） （ 団 体 ） （ 団 体 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 3 3 3

上乗 □ （ 団 体 ） （ 団 体 ） （ 団 体 ）

□ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 1 1 1

■ （ 団 体 ） （ 団 体 ） （ 団 体 ）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

未把握 115 未把握 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4

（ 団 体 ） （ 団 体 ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 未把握 100 未把握

上乗 □ （ 団 体 ） （ 団 体 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 未把握 116 未把握

□ （ 団 体 ） （ 団 体 ） （ ％ ）その他（　　　　　　　　　　　　　）

指標

補助金の交付

説明欄：
行財政改革アクション
プラン（補助金等の適
正化）→事業内容、決
算等の検証

説明欄：
行財政改革アクション
プラン（補助金等の適
正化）→事業内容、決
算等の検証

説明欄：

事業件数

100

市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

19-02-01

生涯学習課
生涯学習係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

・社会教育法
・生涯学習の振興のための施策の推進体制
等の整備に関する法律
・（市）平成２２年度東久留米市社会教育
活動費補助金交付要綱

文化協会活動支援事
業

全額補助 一部補助有

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

対象 社会教育活動団体(文化協会)

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）
事務事業の概要

(根拠法令等、財源、上乗、形態)

活動指標
（手段の数値指標化）

指標

事務事業
番号

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

指標

1,000

文化協会加盟
団体数

手段
・

内容

事務事業名

101

900

（市）平成２２年度東久留米市社会教育活
動費補助金交付要綱

自主的 義務的 努力義務的

その他（　協働研究事業　　　　　　　　）

3,000

意図 社会教育活動団体の育成を図る

3,000

文化協会加盟
団体数

19-02-02

生涯学習課
文化財係

対象 市内文化財保護団体

団体数

根拠
法令
等

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）
文化財保護団体支援
事業

手段
・

内容

①活動費補助金の交付
②研修会等の支援
③協働事業（研究）の推進

30 76

30 99

事業
形態

直営（委託無）

活動団体数

自主的 義務的 努力義務的

106

意図 文化財保護団体の育成

50 74 124

活動団体数

19-02-03

生涯学習課
生涯学習係

対象 社会教育活動団体

社会教育活動
団体(多すぎて
把握が困難)

市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

根拠
法令
等

主催者賠償責任保険
事業

手段
・

内容
主催者賠償責任保険の実施

90 1,009

39 991

（市）東久留米市社会教育活動主催者賠償
責任保険取扱要領

全額補助 一部補助有

意図
社会教育活動の主催者が安心して活
動ができるようにする

90 890 980

加入している
団体の割合

1,030

保険加入団体数

事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

家庭や地域教育力の向上

事務事業全体 一般財源分

1,099

129

3,101

74 3,074

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

900
説明欄：

市内文化団体への補助により、市民の生
涯学習活動の充実を図ることは、文化活動
の継続・発展にもつながる。

事業等を委託した今は、補助金のあり方
を更に見直す必要がある。
（補助金の増額か、事業費等の増額による
事務局体制の充実を図る必要がある）

所管課長 生涯学習課　 山下　一美

説明欄：
市内文化団体への補助により、市民の生

涯学習活動の充実を図ることは、文化活動
の継続・発展にもつながる。

事業等を委託した今は、補助金のあり方
を更に見直す必要がある。
（補助金の増額か、事業費等の増額による
事務局体制の充実を図る必要がある）

3,000

3,000

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

生涯学習課　 山下　一美

説明欄：文化財や歴史に関する市民の学習
意欲は高まりつつあり、多角的な受け皿と
協働事業が推進できる団体の育成が必要で
ある。これまで東久留米市郷土研究会が主
要な団体であったが、近年、古文書、郷土
芸能、里唄など個別の団体が活動してる
が、それらの諸団体への支援が課題とな
る。補助金交付団体は東久留米郷土研究会
の１団体のみ。古文書学習会は０予算事業
として古文書解読の協働事業を行ってお
り、郷土資料室等の施設や資料提供の支援
を行っている。

30

50

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

39
説明欄：

社会教育活動を実施するにあたり、主催
者や指導者が安心して活動できるように本
事業を実施している。社会教育活動中に事
故等が起きると、団体の指導者が賠償責任
を負わされるケースが多くみられ、そのた
めに活動そのものが萎縮することも少なく
ないため、その救済対策として大きな意味
を持つものと考える。

所管課長 生涯学習課　 山下　一美

19-02

説明欄：
社会教育活動を実施するにあたり、主催

者や指導者が安心して活動できるように本
事業を実施している。社会教育活動中に事
故等が起きると、団体の指導者が賠償責任
を負わされるケースが多くみられ、そのた
めに活動そのものが萎縮することも少なく
ないため、その救済対策として大きな意味
を持つものと考える。

90

90

30
説明欄：文化財や歴史に関する市民の学習
意欲は高まりつつあり、多角的な受け皿と
協働事業が推進できる団体の育成が必要で
ある。これまで東久留米市郷土研究会が主
要な団体であったが、近年、古文書、郷土
芸能、里唄など個別の団体が活動してる
が、それらの諸団体への支援が課題とな
る。補助金交付団体は東久留米郷土研究会
の１団体のみ。古文書学習会は０予算事業
として古文書解読の協働事業を行ってお
り、郷土資料室等の施設や資料提供の支援
を行っている。

所管課長

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源 全庁評価会議
（24年度に向けた

方向性等）

豊かな出合いでにぎわうまち 施策番号・名 19 地域課題の解決に結びつく生涯学習の推進 基本事業番号・名

東久留米市


